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高大連携による「Hokkaido Study Abroad Program」 平成30年度

道立高等学校の生徒の北海道大学への派遣・交流事業

１.目的

道立高等学校の生徒を北海道大学に派遣し、同大学の留学生との英語による交流や、大学の

講義の受講、研究室訪問等を通して、英語によるコミュニケーション力の向上や、国際的な視

野の育成、海外と積極的に交流する意欲の向上を図る。

２.主催

北海道教育委員会、国立大学法人北海道大学

３.実施時期

平成30年10月17日（水）～19日（金）

４.実施場所

北海道大学 学生交流ステーション（旧：国際連携機構）ほか

５.参加者

全道13道立高等学校から28名（１年９名、２年19名）

６.日程

時 間 内 容

1日目 13:00～13:30 開会式・オリエンテーション・自己紹介タイム

13:30～14:30 北海道大学の入試制度に関する説明

14:45～15:15 北海道大学の英語プログラムの紹介

15:30～16:00 北海道大学キャンパスツアー

16:15～18:00 在札幌米国総領事館によるワークショップ

2日目 ８:45～９:15 北海道大学外国人留学生との交流

９:45～10:45 北海道大学附属図書館ツアー

11:15～11:35 北海道大学新渡戸カレッジプログラムに関する説明

11:40～12:40 学食体験

13:30～14:30 英語での講義体験

14:45～16:15 現代日本学プログラム学生との交流

16:30～17:15 グループ討論

18:15～19:45 国際インターンシップ報告会参加

3日目 10:00～11:30 研究室紹介、総合博物館ツアー

13:00～14:00 閉会式
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事業の様子

１日目・10月17日（水）

開会式が行われ、主催者である北海道教育委員会・北海道大学の挨拶、オリエンテーション、

グループで自己紹介を行いました。その後、北海道大学の入試制度や英語プログラムに関する

説明の後、北大生６名によるキャンパスツアーが行われ、北大構内を散策し学部の建物などの

説明を受けました。

次に、在札幌米国総領事館の牛丸氏を講師に、

オールイングリッシュにより、総領事館の業務

や自身の留学経験などの説明に加え、「グローバ

ル人材とは何か」などをテーマに議論するワー

クショップを行いました。生徒からは、「英語を

何のために使うのか考えるきっかけとなった」

などといった意見がありました。

【在札幌米国総領事館によるワークショップの様子】

２日目・10月18日（木）

最初に、外国人留学生との交流をテーマに

留学生が日本語を学ぶ授業に参加しました。

身振りを交えて日本語を真剣に学ぶ留学生の

姿を見て、生徒からは「外国人と日本語で会

話することが新鮮だった」などといった意見

がありました。

その後、午前中は、図書館ツアーや新渡戸

カレッジプログラムに関する説明を受けた後

北部食堂で学食を体験しました。

【新渡戸カレッジプログラムに関する説明の様子】

午後からは、英語での政治学に関する講義を受

講した後、北大の外国人留学生との交流を行いま

した。生徒が自分の学校や地域などについて、パ

ソコンのスライドや手作りの資料などを用いなが

ら、英語で紹介をしたり、留学生の説明を聞いて

質問したりするなど、積極的に交流しました。そ

の後、タイからの留学生によるプレゼンテーショ

ンがあり、ときおり笑いが起こるなど、和やかな

【留学生との交流の様子】 ムードで交流しました。
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生徒からは「留学生と英語で交流できて

うれしかった」「うまく話せなかったからも

っと勉強しようと思った」などの意見があ

り、全ての生徒が「ためになった」と感じ

た有意義な時間になりました。

【留学生との交流の様子】

その後、グループ討論の後、国際インターンシッ

プ報告会に参加し、実際に海外でインターンシップ

を行った北大生の体験談を聞きました。生徒からは、

「私たちが将来目指すべき姿だと思った」という意

見が出されるなど、大いに刺激を受けました。

【グループ討論の様子】

３日目・10月19日（金）

最終日は、理学部の２カ所の研究室訪問と総

合博物館ツアーを行いました。研究室では外国

人の助教から、それぞれの研究内容について英

語で説明を受けました。

生徒からは、「動物の脳の研究が特におもしろ

かった」、「講義はかなり難しかったけど経験で

きてよかった」などの意見がありました。

【研究室紹介の様子】

その後、閉会式では、生徒１人１人から感想や今後の意気込みが述べられました。

主なものとしては、「英語を勉強するモチベーションがあがったので、維持したい」、「多くの

留学生と交流できて、異文化に対する視野が広まり、貴重な経験ができた」、「大学生活や留学

のことがよく分かった」などの意見が出され、生徒にとって、大変有意義なプログラムとなり、

閉会しました。


